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　　　午後２時４０分　開会
○岸浪孝志委員長　　　ただいまから議会基本条例に関する特別委員会を開会する。
　出席委員は１１名で定足数に達している。
　これより審査に入る。
　　　　　　　　　　　　　　　◇○◇
　　　議会基本条例の制定について

○岸浪孝志委員長　　　議会基本条例の制定についてを議題とする。
　初めに、資料についてだが、資料１は条例案の比較対照表となっており、最終的な法制上の点検を行ったものである。
　次に、資料２だが、相模原市議会基本条例（案）に関する市民意見（要旨）と特別委員会の考え方（案）として、まとめたものである。
　資料１、２についてはいいか。─
　それでは、順次、協議を行っていきたいと思う。
　初めに、（１）条例（案）についてだが、大所高所から、ダブル、トリプルというところで検証を行ってきたが、最終的に、１カ所だけ、どうしても、条例上、ここを追加しないとふさわしくないというところが見つかったので、これについて、事務局より説明させる。
　政策調査課副主幹。
○髙橋政策調査課副主幹　　　まことに申しわけない。最終的に点検させてもらったところ、第８条第２項、会議録を公開するものとしますとなっていたが、会議録と言ってしまうと、議長が署名した原本のことを指す。実際には原本は公開しないし、市長等へも原本の写しをもって報告することになっているので、それに準じて、会議録の写しという文言を入れさせてもらいたいと思う。
○岸浪孝志委員長　　　会議録の写しという文言を追加するということだが、いいか。（「はい」と呼ぶ者あり）
　では、そのようにさせてもらう。
　続いて、（２）市民意見についてを議題とする。
　前回、意見をもらったとき、議会ではなく本特別委員会ということだったので、タイトルと表の見出し、本特別委員会の考え方あるいは議会基本条例に関する特別委員会の考え方、２つの項目を変えて、それに対して、もう一度、中身を検証した結果、少し表現が変わるところが出たので、そのことについて修正することと、もう一つは、１１項目と２３項目について意見をもらい、その後、協議させてもらった結果について、事務局から説明させる。
　政策調査課副主幹。
○興津政策調査課副主幹　　　では、資料２について説明させてもらう。
　今、委員長が言われたとおり、６月２３日の本特別委員会の際、委員の皆さんから指摘のあった箇所、それから、その後、正副委員長から指摘を受けた箇所について訂正したものとなる。
　まず、資料の表題だが、相模原市議会基本条例（案）に関する市民意見（要旨）と議会の考え方（案）としていたが、特別委員会の考え方（案）と改めた。これに伴って、表の見出しを議会基本条例に関する特別委員会の考え方と改めた。
　以下、６月２３日の本特別委員会でごらんいただいた資料から訂正のあった項目のみ、紹介させてもらう。
　まず１項目、この条例は、第１条の目的に規定したとおり、議会の基本的事項について定めたものです。その中で、議員の責務については第４条から第６条までに規定しております。
　その下に書かせてもらったのが訂正前の文だが、１文目と２文目を入れかえて、表現を簡潔にした。
　２項目、市民に対して開かれた市議会を目指し、個人情報の保護に抵触するものを除き、積極的に情報を公開するよう定めました。
　当初、議会としての考え方、姿勢ということで、努めてまいりますとしたが、ここでは本特別委員会の客観的な事実を述べるのに、それ以上のことが言えないので、定めましたとした。
　ページをめくってもらいたい。７項目、議会改革が進むことを期待するという意見に対して、「一層市民に信頼される開かれた議会」を実現できるよう条例化いたしました。これも客観的な事実を述べたということになる。
　８項目は、二元代表制という言葉は難しくないだろうかという趣旨の意見に対して、二元代表制については、前文を簡潔な文章とし、第９条において「市長等との独立対等の立場で常に緊張ある関係を保ち」と定めました。これも文の順を入れかえて、簡潔な表現にした。
　１１項目は、議員提案の条例がほとんどないのではないかということに対する回答で、平成２５年に、初めて可決、成立した自殺対策基本条例、以前も議会としては提案していたという趣旨を書き込んだもので、以下、読ませてもらう。議員による条例の提案について、本市議会では、以前から行ってまいりました。本会議において否決となったため、成立には至りませんでしたが、平成１３年に「介護保険条例の一部改正条例」、平成１６年に「住民投票条例」、平成１９年に「政令指定都市移行に向けた神奈川県から相模原市への事務移譲に関する県市基本協定等の締結について議会の議決事件と定める条例」を、それぞれ本会議において議員提出議案として提案してまいりました。また、本会議において、平成１２年には「情報公開条例」に対して、平成１４年には「医療費助成条例の一部改正条例」に対して、それぞれ修正案を提案いたしました。
　そのほか、常任委員会で否決となったため、本会議では審議されなかったものとして、平成１０年の「医療費助成条例の一部改正条例の修正案」、平成１３年の「介護保険条例の一部改正条例の修正案」があります。また、本会議において修正動議の発議がなされたこともありました。
　これらの経過を経て、平成２５年に、本市議会において初めてとなる、議会からの提案による政策条例である「自殺対策基本条例」が制定されました。また、その後、同年に「がんばる中小企業を応援する条例」が、平成２６年に「いじめ防止等に関する条例」が制定されました。
　この条文は、今後、政策立案・政策提言を行う機運が高まるよう、定めたものです。
　このようにした。
　ページをめくってもらいたい。１３項目、文言の整理についてもらった意見に対して、第４条では、まず「市議会は、前項各号に掲げる役割を果たすため、次に掲げる事項を活動原則とします。」として、市議会が活動原則とする内容を第１号から第４号まで例示する形式になっております。細かい点だが、もともとは形としていたが、書き方の形式のことなので、形式と改めた。
　１４項目は、議員には、市民の代表であることを自覚した発言をしてもらいたいという意見に対して、本条例の第５条に「議員の責務」として「市民の代表であり、かつ、公職であることを自覚し、議員としての品位を保ち、市民全体の利益を念頭に置くこと。」と規定いたしました。当初は「置くよう努めること。」と書いてあったが、前回、このように条文を改めることについて承認をもらった。
　ページをめくってもらいたい。２３項目は、陳情の審査に当たり、当該陳情をした者の意見を聴く機会を「設けるものとする」として、希望する全ての市民が意見を述べる機会を得られるようにしてほしいという趣旨の意見に対しての回答で、特別委員会の姿勢が、より明確になるように記述したもので、読み上げさせてもらう。
　陳情については、「意見を聴く機会を設けることができるものとする」と定めておりますが、これは、その案件が違法なもの、公序良俗に反する行為を求めるもの、個人情報を暴露するようなもの等に該当する恐れがある場合は、その取り扱いを議会運営委員会で協議するため、提出された陳情が必ずしも全て常任委員会等で審査されるわけではないこと、また、常任委員会等での審査に当たっては、陳情者の意見を聴くことについて、運営上の課題を整理しながら委員会で判断することから、このような表現になったものです。
　しかしながら、本条例では、第４条第１項第４号に「請願及び陳情を市民による幅広い提案や意見として位置付け、適切に生かしていくこと」と規定し、また、第７条第１項には「市議会は、市民の多様な意見を把握し、議会活動に反映させること」と規定しており、陳情者の意見を聴くことは重要なことであると考えており、今後は、実際の運用に向け、議会運営委員会等の場において協議していくことになります。
　ページをめくってもらって、最後、２７項目は、過去、議会改革にどのようなものがあるかということについて書いた項になる。議会改革には市議会全体で取り組んでおります。これまでの取り組みとしては、総括質疑の制度を代表質問の制度に変更したこと、年４回に分かれていた会期を毎年１月から１２月までの１回にすることにより、いつでも会議を開くことができるようにしたこと、一問一答制による質問方式を選択できるようにしたことなどが挙げられます。また、議会からの情報発信をより効果的にするため、市議会ホームページのリニューアルや、議会局Ｆａｃｅｂｏｏｋの開設なども行いました。今後とも、議会の改革に不断に取り組むことを定めました。従前は、取り組むよう努めてまいりますだったが、客観的な事実として、このように改めさせてもらった。
　以上である。
○岸浪孝志委員長　　　それでは、順次、確認を行っていく。
　１項目、２項目はいかがか。─
　７項目、８項目はいかがか。─
　１１項目は共産党から出ていたが、いいか。（「はい」と呼ぶ者あり）
　１３項目、１４項目はいかがか。─
　２３項目はいかがか。─
　２７項目はいかがか。─
　それでは、市民意見については、ただいま確認された内容で市民の皆さんに周知していくことになると思うが、（３）市民への周知について、意見をもらいたいと思う。今までの議論の中では、１つは、ホームページを活用して見解を出していこうという意見をもらっている。ただ、時期については、まだはっきりしていなくて、前回、新政クラブからは、条例制定後、条例が制定されたという周知と市民の皆さんから出された意見を合わせたほうがいいのではないかという意見をもらっているが、この件についてはいかがか。発言があったらお願いする。─
　では、新政クラブから出された方法で周知していくということでいいか。
　颯爽の会。
○野元好美委員　　　時期については、それでいいと思う。また、広報部会や議運等でも検討してもらっていると思うが、議会だよりに、この案内も含めて掲載してもらうということで、ぜひお願いしたいと思う。
○岸浪孝志委員長　　　案内というのは（「ホームページ上に、市民の皆さんからもらった意見についてはということで、本特別委員会のということで」と呼ぶ者あり）なるほど。
　この件について、事務局、何かあるか。
　議会局次長兼政策調査課長。
○小峰議会局次長兼政策調査課長　　　この件については、市議会だよりに掲載させてもらうということで、現在、準備を進めている。議会運営委員会に、議会基本条例に関する特別委員会から意見があったということを報告させてもらいたいと思う。
○岸浪孝志委員長　　　いいか。─
　ほかにあるか。─
　ないようなので、市民への周知については、そのような形でさせてもらう。
　それから、ここには記載していないが、６月３０日の６月定例会議最終日に、前回の本特別委員会で資料４として示した内容をもって、議会基本条例について上程していくことになるので、あわせて確認してもらいたい。
　この件についてはいいか。─
　以上で本件を終わる。
　　　　　　　　　　　　　　　◇○◇
　　　その他

○岸浪孝志委員長　　　その他について、何か発言があるか。
　新政クラブ。
○阿部善博委員　　　会派の中で、６月３０日の６月定例会議最終日に議会基本条例が上程されて、議決された場合、本特別委員会は役割を終えていくのではないかという意見が出ているが、当該委員としては、逐条解説や、その後の本特別委員会としての活動は、まだあるという印象がする。すぐ閉じてしまうということではないと思うし、今後について確認が必要ではないかと思うが、いかがか。
○岸浪孝志委員長　　　今の新政クラブの発言について、発言があったらお願いする。
　市民連合。
○小林正明委員　　　当然、事務局で逐条解説を作成されると思う。現実的には我々が文章化するわけではないが、ただ、正副委員長で随時チェックしてもらって、最終的なものが出た段階で、我々が確認する。当然、修正もあるだろうし、そういった段取りでいいのではないかという感じはする。
○岸浪孝志委員長　　　この件に関して、ほかに何かあるか。
　颯爽の会。
○野元好美委員　　　今のは、逐条解説が調って、それが確認された段階で、本特別委員会としての役割は終わったという話なのか。（「そうである」と呼ぶ者あり）
○岸浪孝志委員長　　　逐条解説の議論があった。
　それから、もう一つは、今までの中で、会議規則を会議条例にしていく必要があるのではないかという議論もあったと思う。これについては、本特別委員会でやるのがいいのか、別のところでやるのがいいのか、まだ不確定のように記憶しているが、どちらにしても、逐条解説は皆さんに確認してもらわないといけないものなので、そこまでは委員会としての活動はあると思う。
　その後について、きょうの段階で、いつまでということは言えないと思うが、皆さんに逐条解説をお諮りする段階が来たら、また相談させてもらいたいと思うが、いいか。
　市民連合。
○小林正明委員　　　肝心の逐条解説だが、大体、同時並行的に、今まで我々が、ここできちんと各委員の強調したいことを逐条解説の中で挙げようという話をしているから、そんなに長い時間はかからないと思うが、事務局では、どの程度を見ているのか聞きたい。
○岸浪孝志委員長　　　市民の意見を検討するに当たっても、実は、ある程度、逐条解説みたいなものを考慮しながら仕事を進めてきているので、そんなに長い期間はかからないと思っているが、事務局、何か考え方はあるか。
　政策調査課副主幹。
○髙橋政策調査課副主幹　　　市民意見交換会に向けて、やはり、条例の解説等は必要になってくるので、その辺で見直し作業は行っていた。ある程度の骨子案はできており、今、正副委員長に素案を渡して、確認してもらっている最中である。
○岸浪孝志委員長　　　素案の素ぐらいだが、考え方は整理してきた。
　それでは、きょう、日程は決められないので、もう少し詰めた中で、皆さんに示せる状況が来たら、なるべく早く日程を調整させてもらいたいと思う。なお、逐条解説については、なるべく早く皆さんのお手元に解説文を渡して、本特別委員会で確認してもらうという進め方にさせてもらいたいと思うが、いいか。（「はい」と呼ぶ者あり）
　では、そのような形にさせてもらう。
　以上でその他を終わる。
　次回の議会基本条例に関する特別委員会の日程は、後日、調整することにさせてもらう。
　以上をもって議会基本条例に関する特別委員会を閉会する。
　　　午後３時０１分　閉会
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